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金融研究所貨幣博物館のリニューアルオープンに寄せて 

日本銀行総裁  黒田 東彦 



１．はじめに 

日本銀行金融研究所・貨幣博物館のリニューアルオープンにあたり、一言

ご挨拶申し上げます。 

貨幣博物館は、1985 年の開館以来、さまざまな貨幣や、貨幣に関連する歴

史的、文化的な資料を収集・保存し、調査・研究を進めるとともに、広く一

般に公開してまいりました。開館した当初は、年間来館者も 2 万人程度で推

移していましたが、土日開館の開始、研究成果を活用した企画展の開催など、

博物館としての活動の充実に努めてきたこともあって、来館者数は年々増加

し、昨年には年間 10 万人を超える方にご来館頂くまでになりました。今回、

開館以来の全面リニューアルオープンを無事迎えることができましたが、こ

れもひとえに、ご列席の皆さまをはじめとする様々な方の日頃からのご指導

と、ご来館頂いた多くのお客様に支えられてのものと御礼申し上げます。 

 

２．貨幣の歴史を研究する意義 

貨幣博物館では、日本貨幣史に関する展示を通して、お金とはどのような

ものか、お金がどのようにして生まれ、使われてきたのか、そしてお金の価

値を安定させることがなぜ大切なのか、といったことを考える材料を様々な

かたちでお示ししています。こうした展示を通じ、お金が人々に受け入れら

れる裏付けとなっているのは、お金の発行や流通を支えるシステム全体に対

する強い信頼であることが示されています。しばしば「人文科学・社会科学

は実験の難しい学問である」と言われますが、歴史は先人による壮大な実験

の積み重ねとも言えます。貨幣の歴史は、金融や経済を巡る目の前の関心事

項とは一見遠いものであるように思われるかもしれませんが、時代の流れを

正しく見通すための重要な手掛かりになります。物価の安定と金融システム

の安定という日本銀行の責務は、こうした長い歴史の積み重ねの中で、確立

されてきたものです。 

 



３．貨幣博物館リニューアルのコンセプト 

今回リニューアルされた展示内容は、この 30年間の遺跡発掘の成果や学説

の進歩を反映し、大きく変化しています。設備面でも、館内エレベーターの

ほか、お子さんや車椅子の方でも見やすい展示ケースなど、ご来館頂く方の

利便性向上に繋がる新しい設備を導入したほか、子供向けの体験展示を充実

させ、記念撮影スポットも設けるなど、親しみやすく、わかりやすく、どな

たにも楽しんでいただけるような仕組みを多数取り入れました。また、目立

たないことではありますが、保有する貴重な文化財を後世に長く伝えること

ができるよう、空気環境や照度の面で保存性の高い最新の展示設備を導入し

ています。 

こうした今回のリニューアルを支えたのは、所蔵資料の保存環境を整えな

がらコツコツと整理し、調査・研究を積み重ね、その成果を展示に反映して

いく、という積年の地道な取り組みでした。これらは博物館として当然の責

務であり、その重要性が変わることは永遠にありません。貨幣博物館では、

リニューアル後も将来に向けた活動をしっかりと進めてまいります。 

 

４．終わりに 

貨幣博物館の展示室入口近くに、博物館の基礎を支えた３人の人物に関す

る展示があります。１人目は自身の収集した貨幣関係のコレクションを太平

洋戦争の戦禍から守るため、日本銀行に寄贈した田中啓文氏です。その寄贈

を快く受け入れた２人目の人物、渋澤敬三・第 16 代日本銀行総裁は民俗学の

研究者でもありました。そして３人目の人物、郡司勇夫氏は専門家として資

料の研究を進め、戦後の GHQ（連合国軍最高司令官総司令部）の接収の求め

に対しても、「文化財は自らの手で守り、活かすべきだ」と交渉し、貴重なコ

レクションを守り抜きました。後世に文化財を伝え、その研究を進めるとと

もに、博物館で公開し、貨幣の持つ機能とその重要性を広く人々に知って頂

きたい、そうした先人たちの思いに支えられて、今日の貨幣博物館がありま



す。貨幣博物館は、今後ともわが国の貨幣の歴史に関する学術的なスタンダ

ードを示す役割を担っていく所存です。 

今回のリニューアルにより、貨幣博物館の装いは新しくなりましたが、こ

うした思いを受け継ぎ、新たなスタート地点に立ったに過ぎず、ここから博

物館自身も成長を続けていかなくてはなりません。私どもとしても、今後大

いに努力していく所存ではありますが、学界や教育関係、地域の皆さまをは

じめ、関係される方々のますますのご支援とご協力を心からお願いし、私か

らのご挨拶とさせていただきます。 

以  上  

 


